
尾道市立美木原小学校

改善計画

7月 1月

　

120%
80%
以上

ともに学び合い，未来を創る子供の育成

小中連携教育を基盤とした確かな学力の育成 a 　ビジョン
○児童の主体性を育み、未来につながる学力をつける学校

○幼・小・中の連携を深め、学び合いにより相互に高め合う学校
○家庭・地域とともに，子供の育ちを考える学校

A

①学級活動の充実
・児童主体の話し合い活動（形式を
統一）

②委員会活動の充実
・児童主体の児童集会等の実施（月
に一度の児童集会、全校発表、イベ

ント活動、半期に１回以上）

主体性の向上

働き方の質の向上

学級・学年間交流を通した複
数指導による協働的な働き方
の実践

①児童アンケート
の肯定的回答の割
合（７月・12月実
施）
・学級活動について（全
学級）
・委員会活動について
（５・６年）

教職員アンケート
「組織の一員とし
て協働的な働き方
ができた」の肯定
的回答（7月・１２
月）

85%
以上

105.0%

・１学期の児童アンケートの結
果，肯定的評価をした児童の割
合は，学級活動については
83.8％で，委員会活動について
は１００％だった。今年度の６
月には全校児童が「いじめをな
くすにはどうすればよいのだろ
う。」を議題にし，各学級でク
ラス会議を行った。どの学級も
月に１回以上クラス会議を行っ
ており，自分の考えを友達に伝
えようとする姿が多くの場面で
見られた。
・どの委員会も半期に１回以上
イベントを企画し，主体的な活
動ができた。
・今後は，話し合いを通してよ
りよい解決策を考えたり，実践
したことを振り返ったりしなが
ら児童が「話し合いをして良
かった。」と実感が持てるよう
にしていく。
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A

・１学期の教職員アンケートの
結果，目標値を５ポイント上回
ることができた。行事や体育，
音楽等で複数指導を行い，指導
の効果や児童の意欲を高めるこ
とにつながった。また職員の振
り返りからも「ペア学年での指
導により協働的な場面が増え
た」「相談しながら活動でき
た」等協働的な働き方の向上が
成果として見られる。課題とし
ては勤務時間が異なる職員との
連携が不十分であることが挙げ
られる。連携の取り方の工夫や
全体に目を向けた働き方に取り
組む。

b 中期経営目標

読解力の向上
確かな学力
の育成

e 評価指標

①「言葉」を手がかりにした
「読むこと」の指導。
・計画的な校内研修の実施
・授業内に話すこと・読むこと・書

くことを取り入れる。

②基礎学力を高めるためのド
リルタイムの充実。
・全員が集中して取り組む10分間の
実現。
・毎回のドリルタイムで音読に5分
以上取り組む。

③話し合い活動の充実
・互いの考えを伝え合う時間を毎時
間の授業内に設定する。

①国語科単元末・
学期末テスト（思
考・判断・表現）
80点以上の児童の
割合

②標準学力調査の
通過率「読むこ
と」全国平均以上
の児童の割合（国
語科）

③児童アンケート
の肯定的評価

①80％
以上

②80%
以上

③80％
以上

①81％

②未実
施

③84％

令和7年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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・国語科単元末・学期末テストの読み
取り領域において，８０点以上の児童
の割合が81％であった。フレームリー
ディングを取り入れた読む活動に重点
的に取り組んだ成果が見られる。引き
続き，伝え合う授業を行いながら，読
みを深める授業づくりについて研修を
重ねていく。
・確かな学力の育成に係る児童アン
ケートにおいて，１学期末の肯定的評
価は８4％であった。項目で見ると，
「ドリルタイムに，集中して取り組ん
でいます」については，89％と高く，
ドリルタイムを毎日続ける中で，自信
をもって音読をする姿が見えてきたこ
とが考えられる。また，「ふりかえり
では，『どこまで分かったか』『もっ
と考えてみたいこと』を考えていま
す。」については，７６％と目標値の
８０％を下回っており，授業におい
て，学んだことを実感できる場を設定
し，次の活動への見通しをもたせる振
り返りをしていく必要がある。

イ ロ ハ

豊かな教育
活動の実践
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